
高森町歴史民俗資料館「時の駅」 

「付
つ く

喪神
も が み

(ｷｬﾗｸﾀｰ)図鑑」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.1 因幡和希臘比売命（いなばのわぎりのひめみこ）通称「はさぴょん」 

神代
か み よ

の昔、シルクロードを通って希臘
ギリシャ

からやってきた付喪神様。最初、因幡
い な ば

の国にたど

り着き、大国主
おおくにぬしの

命
みこと

に助けられた過去を持つ。季節の変わり目に毛が生え変わる時、体に月
げっ

桂樹
けいじゅ

の模様が現れる。昔、ワニザメに毛をむしられたことから、日頃はおとなしいがいざ

となると耳の 鋏
はさみ

で「輪切り」にする習慣がついた。今では日本でしか見られなくなったが、

裁縫
さいほう

以外にも飴
あめ
細工
ざ い く

に協力することがある。 
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No.2 万屋
よ ろ ず や

鍋
な べ

衛門
え も ん

 通称「なべどん」 

 源平
げんぺい

合戦
かっせん

（源氏と平家の戦い）が行われたころから台所に現れた 付
つく
喪神
も が み

。兄さんは土

製だったが、鋳物
い も の

鉄の普及とともに東日本を中心に現れるようになった。台所用品全般に

商
あきな

いをするかたわら、兄さんの子孫たちに粥
かゆ
や豆の調理方法を教え、子孫は「行平堝

ゆきひらなべ
」「

焙烙堝
ほうろくなべ

」となって人々に親しまれている。「なべどん」は現在でも東北の芋
いも
煮会
に か い

の主役と

して引っ張りだこであるが、割れても鋳掛屋
い か け や

に治してもらいながら百年以上の命を長らえ

る者もいる。 
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No.3 湯立羽釜丞
ゆ だ て の は が ま の じ ょ う

  通称「かまのジョー」 

 古くは 湯
ゆ
立
だて
等の 神事

し ん じ
で 呪術

じゅじゅつ
に使われ 付

つく
喪神
も が み

に列せられた。一つ目ににらまれると

噓
うそ
を言えなくなり、怒ると頭上から火を放つ。茶の湯文化が庶民に広まると茶釜

ちゃがま
となって

普及し、一族の「ぶんぶく茶釜」は昔話に登場する。張り出した鍔
つば
を持つ羽

は
釜
がま
は、竈

かまど
と

組み合わされて昭和時代まで活躍したが、台所にエネルギー革命がおよぶとガス釜や電気
で ん き

炊飯器
す い は ん き

の「内釜
うちがま

」に姿を変え、長く命を保っている。 
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No.4 円
ま ど か

 硯之
け ん の

介
す け

  通称「硯之介」 

先祖は奈良時代まで 遡
さかのぼ

るが、日本に文字文化が定着するころから役所を中心に現れる

ようになった。もとは 円
まる
い 頭

とう
頂
ちょう

で 墨
すみ
を 磨

す
って 木簡

もっかん
（木の短冊）に文字を書いたが、

江戸時代になると編
あ
み笠

がさ
の下に顔を隠

かく
し、刀の代わりに筆をもって権力に立ち向かった。

合言葉は「剣
けん
より 硯

けん
」。近年、硯之介の 影武者

か げ む し ゃ
が SNS を使いこなすようになったが、フ

ェイクニュースを流す 輩
やから

がいて頭を悩ませている。 

最近、飯田市座光寺や高森町の遺跡で先祖が発掘され、「富本
ふ ほ ん

銭
せん
」も見つかると古代の役

所の跡であろうと考えられるようになり、座光寺の恒川
ご ん が

遺跡
い せ き

は国の史跡に指定された。 



                                  -4- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

No.5 鳴り物大将・鈴
す ず

虎
と ら

  通称「すずとら」 

  古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

、朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

からやってきた付
つく
喪神
も が み

様。馬につける飾
かざ
り（馬具

ば ぐ
）としてや

ってきたが、都から命令を伝える役人が持つ「駅
えき
鈴
れい
」や神事で巫女

み こ
が持つ「神楽

か ぐ ら
鈴
すず
」と

して仲間が増えた。表面に虎（または邪気
じ ゃ き

を払う神）と思しき模様
も よ う

が描かれている。まわ

りで式
しき
神
がみ
のように飛び回るのは、「鈴

すず
猫
ねこ
」たちである。家の中では、西方を守る。 
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No.6 和
わ

良
ら の

守
か み

博
は く

敷
し き

  通称「藁
わら
じい」 

  弥生
や よ い

時代
じ だ い

の初め 頃
ころ
、稲作

いなさく
で「田植

た う
え」が始まるとともに現れた 付

つく
喪神
も が み

様。「稲刈
い ね か

り鎌
かま
」が発達し、藁

わら
が生活道具を作るのに使われるようになって仲間が増えた。モノを入

れて運ぶ「俵
たわら

」や雨具の「蓑
みの
」、敷物の「茣蓙

ご ざ
・莚

むしろ
」、履物

はきもの
の「草履

ぞ う り
・草鞋

わ ら じ
」などに姿を

変え、様々な知識・工夫や 庶民
しょみん

生活の 喜怒哀楽
き ど あ い ら く

を飲み込んで生きながらえた日本を代表

する付喪神様である。最近はコンバインの導入により稲わらが少なくなってきたが、神事
し ん じ

に使われる藁
わら
縄
なわ
や年始を迎

むか
える神

かみ
飾
かざ
りとして根強く存在している。 
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No.7 愛論
ア イ ロ ン

犬
け ん

「火
ひ

熨斗
の し

丸」  通称「ひのまる」 

 

明治
め い じ

時代
じ だ い

に服装
ふくそう

の 洋装化
よ う そ う か

にともなって登場し、それまでの火
ひ
熨斗
の し

に取って代わった。

服のしわを伸ばす器具である。しかし、大正時代に電気アイロン犬が出現すると、次第に姿

を消した。形は電気アイロンとほぼ同じだが、炭火を入れるため頭部が大きく高さもあり、

開閉できる蓋になっている。怒ると頭部の煙突
えんとつ

からガスを出し、相手を威嚇
い か く

する。名前の

「火熨斗丸」はアイロン登場前の伝統を尊重するため。通称の「ひのまる」は日本の象徴に

あやかった。 
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No.8 玄武：「Do Vin（ドゥ・ﾋﾞﾝ）」  通称：そのまま「どびん」 

 

 祖先は、縄文
じょうもん

時代
じ だ い

（約 2000 年前）までさかのぼるが、江戸時代、煎
せん
じ薬や番茶を煎

じるようになると北の方位神と合体して再登場する。注ぎ口と 蓋
ふた
、弦

つる
がついており、

火鉢や囲炉裏
い ろ り

の近くでよく見られる。素材は陶製
とうせい

だが、直接火の当たる腹部には釉薬
ゆうやく

がかかっていない。弦にはアケビヅルなどの 蔓
つる
類を用いるものが多いが、本体と同じ

陶製のものもある。また、蓋には小さな穴があけてあり、これによって噴きこぼれや割

れを防ぐ。家の中では、北側を守る。「Do Vin」とは「Vintage（最高級品）になる」の意

味。 
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No.9 天土師瓦命（あめのはじがのみこと）  

通称：「瓦竜(がりゅう)」 
 

 奈良時代、伊那郡衙
い な ぐ ん が

建設時に金井
か な い

原窯
ばらかま

で 瓦
かわら

を焼く 

際、窯の立ち上る煙から生まれた付喪神である。誕生の時、先祖の「信濃天竜（あめのしな

ののりゅうおう）」から土着神としてこの地域を守るように命を受け、古代伊那郡衙の物資

運搬に協力し、戦国時代は現在の松川町・台
だい
城
じょう

の周辺で霧
きり
を 吐

は
いて城を守ったともいわ

れている。 

平時は穏やかであるが、怒ると 未満水
ひつじまんすい

や 三六
さぶろく

災害のように暴れることもある。背中に

背負う瓦状の 鱗
うろこ

は、高森町古瀬
こ せ

遺跡
い せ き

から出土した瓦に酷似しており、伊那郡衙と古瀬遺

跡との密接な関連が想定される。緑色の眼は水神の象徴で、眼に墨で黒を入れると画面から

飛び立ってしまうことから絶対入れてはならない（画竜点睛
がりょうてんせい

）。 

 

 



 
                                       -9- 

 
 

No.10 ツボネエ  通称「オネエ」 

  今から 4５００年ほど前から存在したことが、中央道下の増野
ま し の

新切
しんきり

遺跡
い せ き

の発掘で明ら

かになった。その形から何かを 貯
た
めておく 器

うつわ
であったと考えられるが、何を貯めておい

たかは 定
さだ
かでない。もし何かの 種

たね
を貯めていたとすれば、「縄文

じょうもん
農耕
のうこう

」に道を開く「未

知の 付
つく
喪神
も が み

」となる。胴部
ど う ぶ

の文様は 東海
とうかい

地方
ち ほ う

の影響とみられるが、マジカルな「微笑
ほ ほ え

み」は、「縄文のモナリザ」ともいわれる。つくったのは 縄文
じょうもん

時代
じ だ い

の女性と考えられてい

るが、完形のままの出土に作者の祈りの強さを感じさせる付
つく
喪神
も が み

様である。 
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No.11 縄文
じょうもん

の 歌舞
か ぶ

姫
ひ め

  通称「ディーバ」 

 「ツボネエ」と同じ増野
ま し の

新切
しんきり

遺跡
い せ き

から現れた土製
ど せ い

人形の付
つく
喪神
も が み

様である。胸
むね
のふく

らみから女性と考えられるが、飯田下伊那地方 独特
どくとく

の 尻
しり
の飛び出した形から「尻張

し り は
り

土偶
ど ぐ う

」とも呼ばれる。 

首と胴
どう
が折

お
れた 状態

じょうたい
で見つかったが、わざと折って捨

す
てたと考えられる例

れい
が多いこ

とから、体の具合の悪い所を祈
いの
りで人形に移

うつ
し、捨てることで体から取り去る信仰

しんこう
があ

ったのではないかと考えられている。歌舞と祈りで 病
やまい

を取り去ろうとした縄文人の姿が



想像
そうぞう

される。後の女性神「山
やま
の 神

かみ
」と 共通

きょうつう
する点もある。 

                                     -11- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.12 富本
ふ ほ ん

の 芦
あ し

毛
げ

  通称「富銭号」 

奈良県明日香
あ す か

村の飛鳥
あ す か

池
いけ
遺跡で 鋳造

ちゅうぞう
された富本

ふ ほ ん
銭
せん
は、「日本

に ほ ん
書紀
し ょ き

」天武
て ん む

１２(683)

年４月の記述
きじゅつ

により「日本最古の 鋳造
ちゅうぞう

貨幣
か へ い

」と認識されるようになった。しかし、東日

本では現在３枚しか発見されておらず、畿内
き な い

以外ではそれほど流通しなかった可能性もあ

る。それだけに３枚のうち２枚が高森町の 武
ぶ
陵地
りょうち

１号古墳と近接する飯田市座光寺 恒川
ご ん が

遺跡
い せ き

付近で発見されたことは、この地が 天武
て ん む

政権
せいけん

から認められた 重要
じゅうよう

な地域であった

証
あかし

であろう。 

その貴重な１枚から生まれたのが 「富本の芦毛」である。たてがみは富本銭鋳造の連銭
れんせん



の様子を表し、馬体の芦毛が「七曜
しちよう

の 星
ほし
」に見える。これから成長し天

あま
翔
か
ける白馬にな

る 姿
すがた

が 想像
そうぞう

される。 
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No.13 三
み

毛
け

の 富
と み

猫
ね こ

  通称「みけとみ」 

 古代日本の鋳造
ちゅうぞう

貨幣
か へ い

「皇
こう
朝
ちょう

十二銭
じゅうにせん

」のうち「和同開珎
わどうかいちん

」から数えて５番目につくら

れ、弘
こう
仁
にん
９（818）年から使われたのが「富壽神寳

ふじゅしんぽう
」である。鋳造時は弘

こう
仁
にん
・貞観

じょうがん
時代。

桓
かん
武
む
天皇
てんのう

から嵯峨
さ が

天皇
てんのう

の治世
ち せ い

で、平安時代前期の文化が確立
かくりつ

する時期である。 

「みけとみ」は高森町下市田の 新井
あ ら い

原遺跡
ば ら い せ き

から出土した際、出現した 付
つく
喪神
も が み

である。 

三毛猫の姿を借りて 富
とみ
を民衆に配り与えることを目ざして 旅

たび
をしている。富壽神寳を



編
あ
み笠

がさ
代わりに一見ニヒルに見えるが、心には太平の世を夢見る熱い 志

こころざし
がある。足の

裏
うら
の銭形

ぜにがた
がチャームポイントである。 
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        No.14 矢立
や た て

入道
にゅうどう

 墨
ぼ く

海
か い

  通称「ぼっかい」 

 

墨
すみ
壺
つぼ
と筆

ふで
を一つの容器

よ う き
に 納

おさ
めた「矢立」から生まれた付

つく
喪神
も が み

である。墨壺には 艾
もぐさ

（かわかしたヨモギを 繊維状
せんいじょう

にしたもの）などに 墨汁
ぼくじゅう

を 浸
し
み込ませてあり、漏

も
れない

ように 蓋
ふた
がついている。鎌倉

かまくら
時代
じ だ い

に登場し、江戸
え ど

時代
じ だ い

になって墨壺が大きく丸くなり、

腰
こし
に差して歩くのに便利になった。容器の素材は 黄銅

おうどう
・赤銅

しゃくどう
など丈夫なものが多く、刀

を差せない庶民
しょみん

にとっては、旅中での護身用
ご し ん よ う

にもなった。 



「ぼっかい」の 登場
とうじょう

で野外で字や絵をかくことが 容易
よ う い

になり、旅にはなくてはならな

い神となった。 

当館に鎮座
ち ん ざ

する「ぼっかい」の中には大きなものもあり、護身用かもしれない。 
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No.15 粟
あ わ

入り土器棺：かんくろう 

通称「かんちゃん」 
 

なくなった人の遺骸
い が い

を 土葬
ど そ う

するために納
おさ
める 甕形

かめがた
土器
ど き

から生まれた付
つく
喪神
も が み

であ

る。甕形
かめがた

土器
ど き

の出現は縄文時代にまでさかのぼるが、多くは 小児
しょうに

や 乳幼児
にゅうようじ

を 埋葬
まいそう

した

ものであった。東北地方では、縄文時代後期の成人骨を 再納
さいのう

した甕や壺が 発掘
はっくつ

されてい

る。弥生時代前期末にいたって成人用の大形 甕
かめ
棺
かん
が出現する。被葬者

ひ そ う し ゃ
に応じた大きさの

甕が使い分けされるようになったとみられる。高森町の 深山
み や ま

田
だ
遺跡
い せ き

から発掘された

「3 号合わせ口土器棺」は 条
じょう

痕
こん
文
もん
土器と 氷式

こおりしき
土器が口を合わせるように埋納されて



いた。同様な土器棺の粘土内にアワやキビが観察されることから、雑穀
ざっこく

が周辺で栽培
さいばい

されていた可能性が高い。底が抜かれていることから 魂
たましい

の出入りを意図したものか

もしれない。 
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No.16 研ぎ師：研四郎  通称「ケンシロウ」 

「砥石
と い し

」とは刃物
は も の

を 研
と
ぐのに用いる石。日本の刃物は高炭素鋼

こうたんそこう
を使用し、十分に

焼入
や き い

れをする 硬質
こうしつ

の刃物で、これを研いで 鋭利
え い り

な刃先を得るには、上質の砥石がな

くてはならない。日本では早くから各地で上質の天然
てんねん

砥石
と い し

を産出し、それによって日

本の刃物文化が発達したともいえる。堆積岩
たいせきがん

の一種の水成岩
すいせいがん

を原料とし、粒子
りゅうし

の粗
あら

い 荒砥
あ ら と

、中間ぐらいの 中砥
な か と

、細かい 仕上砥
し あ げ と

がある。京都の 丹波
た ん ば

青砥
あ お と

、愛知の名倉

砥、三河白、群馬の沼田砥など、産地名がそのまま品名として広く知られ、流通してい



た。 

当館の付喪神「ケンシロウ」は松岡城の発掘調査によって発見され誕生した。松岡城

では鉄器や銅器を溶
と
かし 修繕

しゅうぜん
する「羽

は
口
ぐち
」とともに発見されたことから、小鍛冶

こ か じ
に

加え「研
と
ぎ師

し
」もいて、刃物などの修繕を行っていたと考えられる。 
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No.17 磨
み が

き 鏃
ぞ く

４６  通称「マッチュウズ」 

「石
せき
鏃
ぞく
」とは矢の先に付ける石製の鏃（やじり）で、黒曜石

こくようせき
を使い 縄文

じょうもん
時代
じ だ い

から使われ

ているが、当館の付喪神は、弥生中期北原遺跡から出土した磨製
ま せ い

石
せき
鏃
ぞく
から現れた。 

北原遺跡は、高森町出身の考古学者 神村
かみむら

透
とおる

氏らによる発掘で、製作途中の未製品や砥

石が、住居址から大量に発見され、「磨製石鏃の製作
せいさく

址
し
」である可能性が高まった。 

 



北原遺跡の磨製石鏃の特徴は、長軸の長い刃部が直線的なタイプ（大型）と長軸が短い縄文 
 
時代の石鏃に近いタイプ（小型）がある。 
 

「大型」は、佐賀県吉野
よ し の

ケ里
が り

遺跡
い せ き

の甕
かめ
棺
かん
内で発見された磨製石鏃に似ており、関係性

が注目される。 
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No.18 メーツム  通称（そのまま）「メーツム」 

繊維
せ ん い

に 撚
よ
りをかけて糸に 紡

つむ
ぐ道具から生まれた付喪神である。糸を巻き取る道具を

紡錘
ぼうすい

 

といい、糸を巻き取る際に軸
じく
の回転に惰性

だ せ い
を与えるはずみ車が紡錘車

ぼうすいしゃ
である。遺跡から



出土 

する紡錘車は通常、石製もしくは土製で、直径４～５ｃｍ程度の扁平な円形をしており、中 

央に１孔軸
じく
を通すための穴をあけている。土製のものには土器片を加工したものもみられ

る。このほか木製・鹿
ろっ
骨製
こつせい

のものが知られる。日本では弥生時代になって広く 普及
ふきゅう

した

が、縄文時代に存在した可能性もある。古墳時代には石製が多く、文様などが線刻
せんこく

された

例もある。また奈良時代以降に鉄製品もあるが、それを軸と一体化したものが、紡錘
つ む

であ

る。 

 当館の「メーツム」は羊のような顔をしているが、繊維は羊毛よりも麻・絹・綿を紡ぐこ

とが多かった。                          -18- 

 

 

No.19 絎台（くけだい）： くけこ  通称（そのまま）「くけこ」  

縫
ぬ
い物をするとき、縫い目を 揃

そろ
えて縫うのに用いる 裁縫

さいほう
道具
ど う ぐ

を「絎
くけ
台
だい
」という。細



長い板状の台の一端に 棹
さお
を立て、棹の上に針を刺す 針山

はりやま
をつけている。針山の少し下に

通した掛糸の先につけた留め金具で布の一端を挟み、布を引いて張りながら、縫針を運んで

縫う。板台は膝
ひざ
の下にして押さえる。立てる棹は折りたたみ式になったものと、差し込み

式があり、針箱に差し立てるものもある。 

当館の「くけこ」は、針山の針が 鶏
にわとり

の 鶏冠
と さ か

に見えることから、「くけこ」と名付けら

れた。留め金具にはさまれる布によって着飾るのが好きで、好みに合わない布がはさまれる

と 

針を刺して意地悪をすることもある。        
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No.20 火打
ひ う ち

石
い し

・火打
ひ う ち

金
が ね

： 発火坊
は っ か ぼ う

「侃々
かんかん

」  通称（そのまま）「かんかん」 

火打石と火打金は、双方を打ちあわせて火花を出す発火具である。 

出土品から、古墳時代にはすでに使われていたことが知られており、室町時代には木



片に火打金を打ち付けたものが商品として普及し、江戸時代にはさまざまな形のものが

売られていた。これで得た火花を木屑や木の皮などを用いた火口
ほ く ち

に取り、付
つけ
木
ぎ
に移し

て火種
ひ だ ね

とした。 

発火坊「侃々
かんかん

」は、剛直
ごうちょく

な性格で曲がったことが嫌
きら
いな坊さん付喪神である。理屈

り く つ

に合わないことを見聞きするとカンカンに 怒
おこ
り、石頭を火打金にたたきつけてもぐさ

のひげに火をつける。相手が誰
だれ
であろうと議論

ぎ ろ ん
を吹

ふ
っ掛

かけ
けるので煙

けむ
たがられるが、

根は優
やさ
しい爺

じい
さんである。 
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